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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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分子中の水酸基の一部または全部が、下記化学式(1)で表される第４級窒素含有基で置換
されたカチオン変性アラビアガムであって、該第４級窒素含有基由来のカチオン電荷量が
０．１～３．００ｍｅｑ／ｇであるカチオン変性アラビアガム。
【化１】

（式中Ｒ１、Ｒ２は各々炭素数１～３個のアルキル基、Ｒ３は炭素数１～２４のアルキル
基またはアルケニル基を示し、Ｘ－は無機酸または有機酸の陰イオンを示す。ｎは、n=0
又はn=1～30を示し、n=1～30の時、（Ｒ４Ｏ）ｎは炭素数２～４のアルキレンオキサイド
の重合体残基であって、単一のアルキレンオキサイドからなるポリアルキレングリコール
鎖及び／又は２種類以上のブロック状又はランダム状のアルキレンオキサイドからなるポ
リアルキレングリコール鎖を示す。）
【請求項２】
アラビアガムが、マメ科植物Acacia　Senegalの幹より採取された天然水溶性ガムである
請求項１記載のカチオン変性アラビアガム。
【請求項３】
請求項１又は２に記載のカチオン変性アラビアガムを含有する化粧料組成物。
【請求項４】
請求項３に記載の化粧料組成物に、シリコーンを配合することを特徴とする当該化粧料組
成物。
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